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Ⅰ．はじめに
　地理では地理空間情報を社会科の内容理解や課題
解決に効率的に扱う必要がある。このため近年は地
理空間情報をパソコンに搭載されたGIS（Geographic 
Information System）で扱い研究及び教育に利用する
場面が多くなった。既に本学社会科のカリキュラムの
中で，十分な GIS が無い場合のGIS 教育 1），専用 GIS
が用意された場合の GIS 教育 2）に関して実践報告を
行った。しかし専用 GIS が高価でライセンスが十分
数確保できず，ソフトに対するパソコンスペックが低
い問題も残った。本学の教員養成目的を考えると，教
育現場に使用可能な廉価で軽い GIS を選定し，その
GIS を学生教育に導入する必要がある。
　今日，大学及び高校等教員による GIS を利用した
授業実践は多く見られ，地学 3),4),5),6），生物 7），地理な
どの社会科 8),9),10),11),12）の各分野において，フリーの
GIS，Google Earth 及び Google Map を授業に積極的
に活用し，高い教育効果が確認された。また Google 
Earth を利用した学術的研究 13),14),15）や調査成果の発
信 16),17）も多く見られる。この動きは海外でも同様で
あり，地学や地理の学生や教員向けに GIS 教育の一
環としてGoogle Earth の利用が図られている 18),19),20）。
その中で教育効果が高まるには，パソコン環境が整

い，受講者側の目的意識が明確で，十分な教材データ
がある条件が必要だと指摘されている 20）。本学では 
Google Earth 用の教材データは作成する必要はある
が，前 2者の条件は確保されており，工夫次第で廉価
で軽いGIS を用いた学生教育が実施可能と思われた。
　そこで本研究では，2 年生向け演習科目，社会研究
基礎A（中）で，Google Earth で使用可能な教材デー
タを作成させ，Google Earth を用いた授業練習を実践
させ，その効果と課題を考察した。

Ⅱ．実践手順
1．演習過程
　受講生は中等教育教員養成課程の社会科専攻の学生
12 人，演習回数は 8回で，宗像市城山中学校生徒向け
の地域理解を想定した13分間の授業を実践させる。第
1回は演習方法（前半）の説明，第 2回～ 4回は各回 4
人の黒板による通常型の授業実践とした。第 4回まで
は講義室を使用した。第 5回は演習方法（後半）の説
明とGoogle Earth 操作練習を実施し，第 6回～ 8回は
各回4人のスクリーンによるGoogle Earth利用型の授
業実践とした。第 8回まではパソコン室を使用した。
　各受講生は，宗像市赤間地区に見られる辻井戸，川，
溜池，バイパス，団地，商業，田畑，自然環境，鉄道，
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などの地形実感を得る視覚的効果が有効だが，板書に続くノートの場面を作りにくく説明中心になりがちで生徒の受
動的姿勢を助長してしまう課題が指摘された。このように Google Earth による授業実践を通じて，地理空間認識能
力や地理情報操作技術の養成をある程度達成し，またGoogle Earth の授業利用時の課題も明らかにできた。
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学校，農業用水，公共サービスから 1つの課題を選定
し，さらに赤間地区に設定した経緯度各 12.96 分のタ
イル状区画 1つを選定する。選定区画内及び周辺の課
題及び関連事項を現地調査し写真撮影する。選定区画
の土地利用図を道路・鉄道（黒），住宅（橙），公共（紫），
商業（赤），水田（黄緑），畑（茶色），荒地（黄色），
林地（緑），水域（青），その他（桃）として模造紙に
作成し，合わせて jpg ファイル化する。その他の情報
は書籍や電子媒体を利用し調査する。この際，課題を
説明できる写真を選定するほか統計データを探索しグ
ラフを作成し jpg ファイル化する。
　授業実践では，通常型も Google Earth 利用型も同
一課題・区画で企画させる。いずれも学習指導要領の
内容と，導入，展開，まとめの授業構成を意識させる。
特に展開では，用語説明，土地利用図・写真・グラフ
提示，課題の分布紹介，加えて世界への視点などに関
し触れる条件を付した。
　各回演習後に改善点や誘導方法などの課題を用意し
10 分間の小レポートを課した。最終レポートは，フォ
ルダ内に word ファイル文章（課題，課題選定理由，
授業骨子，質疑応答の結果，自己評価，パソコン授業
で注意した点，教科書の関連箇所，その他（感想・追
加調査・今後の目標など）），jpg の Google Earth 授
業利用画像，kmz ファイルを整理させ，筆者宛てに
圧縮フォルダ化しメール添付させ提出させた。

2．授業実践のデモンストレーション
　第 1回目に受講生に対し，福岡市東区のアイランド
シティを題材とし土地利用図やグラフを黒板に添付し
適宜画像を提示しながら進める通常型の授業実践イ
メージに関し以下①～⑦の順に説明した。
①  2012 年時点の Google Earth の画像を示し，照葉中
学校の位置を質問する。

② アイランドシティの土地利用図を示し，地区別に機
能分化している点，面積が約 3 km2 ある点に関し
スケールを示して説明する。

③ 遠方からのアイランドシティ方向の写真を示しつ
つ，当該地が浅い海を開発した軟弱な地盤の埋立地
であることを意識させる。

④ 福岡市の住民基本台帳にある東区照葉校区の人口
データから作成した 2006 ～ 2012 年の人口変化を示
すグラフにより，6 年間で約 1500 人から約 5000 人
に増加したことを示す。

⑤  2005 年福岡県西方沖地震による液状化被害の電柱
の傾き，道路のうねりなどの様子を写真で示し，生
活での注意喚起を行う。

⑥ 工業，商業など住宅地造成目的以外にも博多湾全体
で約 100 年前から土地造成が進んできたことを説明
する。

⑦ 最後に世界中で埋め立てが実施され，特に有名なア
ラビア半島にあるアラブ首長国連邦ドバイのパー

ム・アイランドを紹介し，そこに旅行できる経済力
を持つには勉強する以外にないことをまとめ終了す
る。

　第5回目に受講生に対しGoogle Earth利用型の授業
実践イメージを説明した。まずGoogle Earthの立ち上
げ及び kmz ファイルの読み込み方法を説明し，その後
通常型と同じ場所と教材を使用する Google Earth 利
用型の授業練習イメージを①～⑫の手順で説明した。
①  2012 年時点の Google Earth の画像（九州を表示す
る程度）を示し，目印をクリックして照葉中学校の
位置をズームインする。

② 経緯線を表示し照葉中学校の位置を座標で認識させ
る。

③  2002 年以降現在まで衛星画像を順次変えて埋立地
の造成と住宅地の発展を確認する。

④ 距離の測定機能でアイランドシティの東西が約 3 
kmあることを測定する。

⑤ 校区範囲のポリゴンを表示し校区を認識させる。
⑥ 校区外通学者の通学路を示すパスデータを表示す
る。

⑦ 著名地点の写真を 2枚紹介し，軟弱な干潟に造成さ
れ，福岡県西方沖地震で液状化被害を受けたことを
示す。

⑧今後想定される土地利用分布図を示す。
⑨ 人口変化グラフを示し発展する校区状況を数字で理
解させる。

⑩ 世界で有名な埋立地のアラブ首長国連邦のパーム・
アイランド目印まで照葉中学校から移動する。

⑪ 埋立地をズームインしプール付の大邸宅が建設され
ていることを読み取らせる。

⑫ 照葉中学校区の目印まで戻り，そこに旅行できる経
済力を持つには勉強する以外にないことをまとめ終
了する。

3．Google Earth 操作練習
　第 5 回の Google Earth 操作練習は次の①～⑥の手
順で説明した。Google Earth 機能の中で，まず①目
印設定，②パス設定，③ポリゴン設定，④写真設定の
方法を説明し，さらに①～③がGIS のポイント，ライ
ン，ポリゴンに対応することを説明した。次に⑤グラ
フ jpg ファイルのイメージオーバーレイ設定と⑥土地
利用図 jpg ファイル余白切断処理とイメージオーバー
レイ設定を説明した。⑥に関しては，こちらで各タイ
ル状区画の経緯度情報を用意した。説明後に，受講生
はGoogle Earth 利用型の授業実践準備を行った（写真
1）。

Ⅲ．Google Earth 利用型の授業実践結果
　黒板による通常型の授業実践後に実施した Google 
Earth 利用型の授業実践の結果について，受講生の動
向や感想を振り返りながら検証する。
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1．受講生の実践方法の検証
　表 1は導入時の鍵，使用したグラフ，世界への視点
を受講生毎に整理した。Google Earth 利用型の授業
時に，グラフまたは世界の視点を変更したものは表を
2 段にした。受講生は初めに選定区画の土地利用分布
と主題との関係を説明する。その後，例えば辻井戸は
オーストラリアの掘り抜き井戸へ，川はナイル川の灌
漑農業へ，バイパス 3号線は中国のスモッグへ，農業
用水はアメリカのセンターピポット式の農業へと接続
させた。その途中で，国別牛肉輸入量の円グラフ，河
川の縦断曲線の折れ線グラフ，二酸化炭素排出量や小
麦生産量の棒グラフを介在させられた。

　写真 2（1）は，団地を課題とし，土地利用及び現
地状況を提示している場面である。イメージオーバー
レイした土地利用図上に，設定した目印に対し現地写
真を提示できている。同受講生の通常型の授業練習（写
真 2（2））と比較すると，Google Earth では衛星画像
上に土地利用図を重ね，近傍に凡例を置き，さらに写
真撮影場所を示しながら風景写真が効果的に示されて
いる。このようなイメージオーバーレイでは，演習中

に土地利用図が起伏のある地形で変形する状況，メル
カトル図法によるオーストラリアの土地利用図が地球
の丸みで変形する状況（写真 3）などが提示され，地
図は起伏のある土地を投影法に基づき平面に変換した
ものであることを説明できる機会に恵まれやすい。写
真 4は，溜池を課題とし，その地域別数の棒グラフを
提示している場面である。福岡県の溜池数を地域と
対照できるよう色を合わせスクリーンに同時提示でき
た。写真 5は，田畑を課題とし，アメリカの農業風景
を提示している場面である。スケールを参照しつつ日
本に比べ広大な土地の印象を伝えられた。
　図 1は，受講生が現地調査し作成した土地利用図を
全てイメージオーバーレイしたものである。凡例・縮
尺・方位の欠落，座標値の入力ミスによる小さなずれ
はあるが，選定区画を接続し地域全体の景観理解を容
易にできるため，共同で作成するグループ学習の成果
としても意義深いと思われる。ただ同じ土地利用でも
色調の違いが全体の傾向把握を妨げているため，土地
利用図作成では色の指定に限らず，筆圧と彩色用具ま

写真 1　第 5 回の演習の様子

表 1　受講生の授業実践の内容

写真 2(1)　団地課題の演習状況（Google Earth 利用型）

写真 2(2)　団地課題の演習状況（通常型）

写真 3　辻井戸課題の演習状況（Google Earth 利用型）
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で指定する必要のあることが分かった。なお，このよ
うな写真や画像は図 2 のように，黒板に資料を添付・
除去するようにスクリーン上で投影・削除がクリック
操作でできるため，主題や内容の異なる教材もシーム
レスに使用できる。
　このように，普段の生活範囲にある題材を，関連する

事項の統計グラフを併用しながら，グローバルな地理の
題材に連結できること，Google Earthではそれをスケー
ラブルかつシームレスに接続できることが示された。

2．演習全体の数値評価
　受講生の教材準備及び授業練習に要した時間を確認
する。通常型の授業では，教材準備の平均値が 261 分，
授業練習は 175 分であり，Google Earth 利用型の授
業では，教材準備の平均値が 240 分，授業練習は 98
分だった。受講生は各演習には少なくとも約 6時間の
予習時間を要していると考えられる。授業型で比較す
ると教材準備に要する時間は変わらないが，授業練習
に要する時間は半減した。これは Google Earth 利用
型の授業練習に通常型の授業経験を利用できたことが
要因と考えられる。
　表 2は教材及び授業練習に対する気持ちを，5：とて
も難しかった，4：難しかった，3：変わらない，2：容
易だった，1：大変容易だったから選択させ，その数値
の平均値と標準偏差を求めた。通常型の授業では，教
材準備の平均値が 4.08 で，授業練習は 4.33 であり，受
講生はいずれも難しかったと感じた。この際，標準偏
差は前者が 0.51 で後者が 0.65 の 1 点未満で，気持ちの
差は小さかった。Google Earth 利用型の授業では，教
材準備の平均値が 3.67 で，授業練習は 4.25 である。授
業練習の値は通常型の授業のものとほぼ同じである。
しかし教材準備の値は 0.41 低まり，難しさを感じる気
持ちが少し低まった。これは教材準備が2回目となり，
作業に慣れたことが原因と思われる。一方，標準偏差
は授業練習が0.87で通常型の授業の値に比べ0.22と僅
かな上昇だが，教材準備は 1.37 で 0.86 も高まった。こ
れはGoogle Earth 利用型の授業で，ソフト操作に対す
る技術力の差が教材準備に対する気持ちに顕著に表れ
たことが原因として考えられる。
　このように教材準備と授業練習には計約 6時間を要
する。またそれぞれに対する難しさの気持ちは，通
常型とGoogle Earth 利用型の授業間で差は少ないが，
Google Earth 利用型ではソフト操作の技術差が気持
ちに現れやすいため，授業効率向上には受講生の操作
法習得が鍵になることが分かった。

写真 4　溜池課題の演習状況（Google Earth 利用型）

写真 5　田畑課題の演習状況（Google Earth 利用型）

図 1　全受講生の土地利用図（原図はカラー）

図 2　団地課題の全情報投影
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3．受講生の感想
　受講生の感想に基づいて，Google Earth 利用型の
教材準備と授業練習に関し，困難と感じた点と容易に
感じた点を整理する。
　教材準備において困難と感じた点として，第一に
Google Earth の操作法把握，第二に教材として準備す
るデータの判断が挙げられた。またGoogle Earthに対
する本学パソコンのスペックの低さも指摘された。逆
に教材準備において容易と感じた点として，通常教材
を再利用できる点や印刷が不要な点が評価され，写真
や画像などの準備が挙げられた。授業練習において困
難と感じた点として，第一に生徒とのやり取り，第二
に写真等提示や口頭説明など時間配分が挙げられた。
また操作不慣れによる時間ロスの問題も指摘された。
逆に授業練習において容易と感じた点として，日本と
外国の比較，視覚的教材の提示が挙げられた。
　この Google Earth 利用型の教材準備と授業練習
を通じた困難点と容易点の認識に基づき，さらに
Google Earth を授業に利用する際の有効点と課題点
を整理させた。この結果，有効点として 3D 表現やス
ケール比較などの地形実感を持てる視覚的効果が第一
に挙げられた。一方，課題点として第一に板書に続く
ノートの場面を作りにくい点，第二に説明中心になり
がちで生徒の受動的姿勢を助長してしまう点が指摘さ
れた。これらは，Google Earth 利用型の単独実施で
はなく，通常型の授業実践を先に実施させたためによ
り明瞭になったと思われる。

Ⅳ． 地理空間情報の演習での取り扱いと今後の課題
　福岡教育大学は，20 年程前は学科（現講座よりも
大きい）単位で学生教育がなされており，初等も中等
と同様に教科に重点を置いたカリキュラム構成を持っ
ていた。しかし今から 10 年程前の教員免許法改正に
伴い，中学校免許に使えない小学校免許のための科目
設定が必要となった。時を同じくして現在の国語選修
と社会科選修が一体となった初等教員養成の人文・社
会コースが設置された。その所属学生の内 3年生以降
に社会科を中心に学びたいと考える学生向けに用意さ
れた 2 年生の演習科目が「社会研究基礎Ⅰ」だった。
それに合わせて中等社会専攻にも「社会研究基礎 A」
が用意された。その後，人文・社会コースは解消され，
各社会研究基礎は，初等教育教員養成課程の社会科選
修の必修科目として継続された。

　筆者は社会研究基礎の地歴部門担当として 14 年間
務めた。その間，表 3に示す課題を準備した。担当初
期には自然地理と環境問題に関する演習課題とした
が，高等地理の選択履修化に伴う学生の地理空間認識
能力の不足を強く感じたため，地域単位で考える地理
的課題を準備するよう変更した。また当該能力は，特
に 3年生のゼミ所属以降の地理専門教育で必要となる
ため，2 年生段階でその基礎的な能力の認識と向上を
図りたいと考えていた。そこで地域地理情報の収集と
加工 21），地域かるた制作 22），NIE 利用授業 23）などの
課題も準備した。
　ところで本学ではリテラシー教育に関わるワードや
エクセル等の基本的パソコン操作技能は学習機会が初
年次にあるものの，パソコンによる地理空間情報の活
用技能（グラフィカシー）の学習機会は無かった。今
日，中学校学習指導要領の地理的分野に，「地域に関す
る情報の収集，処理に当たっては，コンピュータや情報
通信ネットワークなどを積極的に活用」とあり，中学
校教諭を目指す学生には，その練習機会を準備できれ
ばと常々考えていた。そこで平成25年度の社会研究基
礎A（中）の演習で，地域地理情報の収集と電子デー
タへの加工を経て， Google Earth による授業練習を実
践させ，地理空間認識能力や地理情報操作技術の養成
をある程度実施できたことを確認した。さらにGoogle 
Earthを用いる授業利用時の課題も明らかにできた。し
かし平成 26 年度以降のカリキュラムからは社会研究
基礎という演習科目は廃止されるため，本学社会科で
の地理空間認識能力養成やパソコンによる地理情報技
術養成の方法を新たに模索する必要性を感じている。

Ⅴ．まとめ
　黒板を利用する通常型に続き Google Earth 利用型

表 2　 受講生の教材準備及び授業練習に対する気持ち 表 3　社会研究基礎の課題
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の授業を実践させた。両実践成果と受講生の感想を詳
細に検討した結果，以下のことが分かった。
1） Google Earth では，普段の生活範囲にある題材を，
関連する事項の統計グラフを併用しながら，グロー
バルな地理の題材に連結する授業を，シームレスか
つスケーラブルに実施できる。

2） 13 分の授業に対する教材準備と授業練習に計約 6
時間を要した。それぞれに対する難しさの気持ちは，
通常型と Google Earth 利用型の授業間で差は少な
いが，Google Earth 利用型ではソフト操作の技術
差が気持ちに現れやすく，授業効率向上は受講生の
操作法習得が鍵になる。

3） Google Earth 利用型の場合，3D 表現やスケール比
較などの地形実感を持てる視覚的効果が有効だが，
板書に続くノートの場面を作りにくい点や説明中心
になりがちで生徒の受動的姿勢を助長してしまう点
に課題が残る。

4） 社会研究基礎の演習での Google Earth による授業
練習を通じて，地理空間認識能力や地理情報操作技
術の養成をある程度達成し，また Google Earth の
授業利用時の課題も明らかにできた。
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